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県営住宅に入居される皆様へ

　千葉県が建設、管理している住宅は、所得の低い方を入居対象とした一

般県営住宅及び改良住宅、中堅所得者を入居対象とした特定公共賃貸住宅

及び地域特別賃貸住宅があります。

　いずれの住宅も、公営住宅法及び千葉県県営住宅設置管理条例等に基づ

き設置された県民の大切な財産ですので、一般のアパートや借家等の管理

とは異なる点が多々あります。

　住宅の使用については、関係法令により様々な制限や皆様に守っていた

だく義務が規定されています。この「住まいのしおり」は、入居者の方に

是非知っていただきたいこと、守っていただきたいこと、また、生活上の

注意事項などについて解説したものです。

　この冊子を目の届く場所に置いて、入居中の手続きや住宅の修繕等につ

いてわからないことがあったら必ずお読みになるようにしてください。

　千葉県では、今後ともよりよい県営住宅の改善やサービスの向上に努め

てまいりますが、入居者自身で処理していただくことも多くあります。

　入居者の皆様におかれましては住宅や設備等を適切に使用することを心

がけ、また、お互いの生活を尊重し、入居者同士助け合って、他人に迷惑

をかけずに快適な団地生活をお過ごしくださるようお願いします。
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１　県営住宅管理のしくみ

１　条例、規則上の許可、承認に関すること。

２　家賃徴収額の決定に関すること。

３　県営住宅管理の業務指導に関すること。

４　県営住宅・同附属施設の維持管理の指導に関すること。

５　退去検査の指導に関すること。

６　滞納者の処分に関すること。

７　県営住宅の建替え及び住戸改善に関すること。

１　家賃の収納に関すること。

２　各種届出、申請書の住宅課進達に関すること。

３　その他一般管理に関すること。

１　県営住宅の申込みに関すること。

１　滞納家賃等の納入に関すること。

１　県営住宅、同附属施設の維持管理に関すること。

２　退去検査に関すること。
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2　入居までの手続
①　入居までの手続

※　請
（うけしょ）
書は、入居者が県営住宅設置管理条例に定められた条項を確

実に励行し、これに違反しないことを誓約する書類です。

　　家賃の滞納や、その他損害賠償を引きおこす原因となるような

行為のないよう、注意してください。

※　住宅を退去したときは敷金は原則として還付します。なお、敷

金には、利子はつきません。

※　入居許可書の交付により、入居許可書に記載されている入居可

能日から正式に県営住宅入居者となり、その使用に関する一切

の権利義務が生じることになります。この許可書は敷金領収書

とともに大切に保管してください。

※　鍵の貸与（３本を１セットとして貸与）

　　紛失した時は入居者の費用負担となります。

※　入居は入居許可書に記載されている入居可能日から15日以内に

しなければなりません。

　　この期間を経過しますと入居許可を取り消されます。

※　入居時に自治会長に入居についての連絡書（別紙、提出書類１・

P49）を提出していただきます。

※　入居報告書（別紙、提出書類２・P50）は、入居の日から15日

以内に提出しなければなりません。（世帯全員が記載された省略

のない住民票（コピー不可）を添付のこと）※個人番号、住民

票コードは記載しないでください。

※　ご都合で入居を辞退する場合には、忘れずに辞退（取消し）の手続きをとってください。

なお、入居可能日から15日以上経過した場合は、日割家賃を徴収します。

　　詳しくは直接公社募集課へお問い合わせください。
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②　入居時の注意

⑴　電気・水道及びガスの使用申込み…別表「電気・水道・ガス各供給業者一覧表」参照（44
～46ページ）

　　　これらの使用申込みは、入居者が直接自分で最寄りの電気・水道及びガス会社の供給業
者へ連絡することになっております。申込みの慎重を期するため供給手続などをあらかじ
めこれらの供給業者に問い合わせてください。

　　　これらの設備工事は、入居者の入居日が一致する場合が多く、混雑が予想されますから
あらかじめ時間の割り振りまで打ち合わせておくと便利です。

⑵　引越し
　　　団地内の道路及び住宅付近には、水道管、下水管及びガス管等が埋設されていますので

乱暴な乗り入れをしないでください。特に縁石（コンクリートボーダー）内に乗り入れる
ことは絶対にやめてください。破損した場合は、破損者の負担で修復していただきます。

　　　引越しの際、荷造りなどに使用した梱包材料、その他のごみは各自で処理し、団地内に
は捨てないでください。

　　　なお、新築の場合は、多数の人が日曜、祝日に引越す傾向がありますから混雑を避ける
ため平日に引越すことをおすすめします。

⑶　住宅の点検確認書（別紙提出書類３・P51）
　　　入居前に住宅を点検し、入居の日から15日以内に住宅諸施設点検確認書を提出してくだ

さい。（空家住宅の補修は、生活上支障のないよう実施しておりますが、住宅には古いもの
もありますので、多少の汚れ等は御了承ください。）

　　　補修の必要があれば県の負担において補修します。（入居後に補修の申し出をされても、
県の負担で補修できなくなる場合があります。）

　　　引越しの際、ガラスを破損したり、襖を破ったり、あるいは期間経過後に破損などの届
出があっても、これらは入居者の負担となります。

⑷　表札
　　　玄関には必ず表札をつけてください。入居者がその住宅に住んでいるという表示ですから、

入居後すぐに、名義人御本人の名前をはっきり表示してください。
　　　中高層住宅では、普通郵便は集合郵便箱に配達されます。（速達・書留及び小包は別に各

戸に配達されます。）郵便箱には各自の名札を差し込むとともに、鍵をかけて、配達事故防
止に心掛けましょう。

⑸　自治会等の加入（任意）
　　　県営住宅では、入居者が協力して共同で生活を営んでいくため、敷地内の清掃活動等、

必要な住環境の維持管理や防災活動、住民相互の親睦を深めるための行事の開催など様々
な活動を自治会等で行っています。入居後は、自治会等に加入し、種々の住民活動に参加
されるようお願いします。
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3　家　　　　　賃
３－１　一般県営住宅の家賃

①　一般県営住宅の家賃について
　一般県営住宅の家賃は次のとおり決定されます。
　　　　　月々の家賃＝①家賃算定基礎額×②市町村立地係数×③規模係数×
　　　　　　　　　　　④経過年数係数×⑤利便性係数
1　家賃算定基礎額
　　入居者の収入に応じて設定される家賃計算の基礎となる金額です。
　この金額は毎年度、政令によって定められます。

政 令 月 収 家 賃 算 定 基 礎 額下 限 値 上 限 値
０円 ～ １０４，０００円 ３４，４００円

１０４，００１円 ～ １２３，０００円 ３９，７００円
１２３，００１円 ～ １３９，０００円 ４５，４００円
１３９，００１円 ～ １５８，０００円 ５１，２００円
１５８，００１円 ～ １８６，０００円 ５８，５００円
１８６，００１円 ～ ２１４，０００円 ６７，５００円
２１４，００１円 ～ ２５９，０００円 ７９，０００円
２５９，００１円 ～ ９１，１００円

2　市町村立地係数
　　　各市町村の地価状況等を勘案し、政令に基づき国土交通大臣が0.7～1.6までの範囲で、

市町村ごとに定める数値のことをいいます。　※県営住宅の所在市町のみ記載
立地係数 市 町 村 名
１．１０ 千葉市・市川市・船橋市
１．０５ 松戸市・習志野市・柏市・浦安市
１．００ 流山市・我孫子市
０．９５ 木更津市・佐倉市・市原市・鎌ケ谷市・四街道市
０．９０ 野田市・成田市・東金市・酒々井町・白井市
０．８５ 茂原市・袖ケ浦市
０．８０ 銚子市・君津市・八街市・いすみ市
０．７５ 香取市・鴨川市・富津市
０．７０ 上 記 以 外 の 市 町 村

3　規模係数
　　　政令に基づき、住戸の床面積（バルコニー部分等を除く住戸専用面積）を65㎡で除した

数値です。
　　　　　　　　　　　　規模係数＝戸当たり住戸専用面積／65㎡
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4　経過年数係数
　　　政令に基づき、一般県営住宅建設後の経過年数に応じた数式で設定される数値です。

構　造 算 出 方 法
木　　造 １－0.0087 × 経過年数
木造以外 １－0.0039 × 経過年数

※ただし、平成16年10月１日時点で管理を開始していた住宅については、当該年度経過年
数係数（上記算出方法により算出した数値）が平成16年度時点の経過年数係数（下記
算出方法により算出した数値）を超える時は、平成16年度時点の経過年数係数とする。
構　造 算 出 方 法
木　　造 １－0.0177 × 平成16年度までの経過年数
木造以外 １－0.0114 × 平成16年度までの経過年数

5　利便性係数
　　　県が、一般県営住宅の存する区域及びその周辺の地域の状況、一般県営住宅の設備その

他の当該一般県営住宅の有する利便性の要素となる事項を勘案して0.7以上1.3以下で定め
ます。

＊　以上のように、一般県営住宅の家賃は、入居者の収入やそれぞれの一般県営住宅の条件に
よって毎年度決定いたします。

②　収入申告について
　一般県営住宅の家賃を決定するため、毎年、入居者の方々から収入申告をしていただくこと
が義務付けられています。

　なお、この収入申告がない場合、または書類の不備・不足があった場合は督促状が送られ、
その後も提出がない場合は、翌年度からの家賃が、近傍同種の住宅の家賃（民間市場家賃）と
なります。

※近傍同種の住宅の家賃……�民間市場住宅の時価、修繕費、管理事務費等を勘案して政令で定
めるところにより、毎年度、事業主体が定める家賃です。

　申告方法は下記の通りです。

　公社からお送りする『収入申告書』に記入し、所得（課税）証明書または非課税証明書［義
務教育を終了した者全員で、記載内容に省略のないもの］を同封して管理課まで送付してくだ
さい。
　申告に基づき、収入認定及び翌年度の家賃月額を記した「収入認定及び家賃通知書」を毎年
お送りします。
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③　収入超過者に対する措置
　住宅に困っている収入の少ない県民のために安い家賃で利用してもらおうという公営住宅法
の趣旨に基づき、一般県営住宅入居者は毎年収入の申告を義務づけられます。
　この申告により、認定月額が158,000円を超え、かつ入居して３年以上の一般県営住宅入居
者は収入超過者と認定され、収入の分位（収入の超過度合い）及び収入超過者となってからの
期間に応じて、次の措置がとられます。
⑴　加算額の付加
　　収入超過者の家賃＝本来家賃＋加算金［（近傍同種家賃－本来家賃）×割増率］

政令月収 収入超過者となってからの期間 割増率
158,001～186,000円 １年目 １／５

２年目 ２／５
３年目 ３／５
４年目 ４／５
５年目以降 １

186,001～214,000円 １年目 １／４
２年目 ２／４
３年目 ３／４
４年目以降 １

214,001～259,000円 １年目 １／２
２年目以降 １

259,001円以上 １年目以降 １
　ただし、政令月収が15万８千円を超え21万４千円以下の場合、裁量階層に該当する入居者世
帯の方は、加算金が付加されず、収入超過者に認定されない場合があります。
（『裁量階層』に関する記載は９ページを参照してください。）
⑵　収入超過者通知書の送付と明け渡し義務

　収入超過者には、収入認定及び家賃通知書とは別に、収入超過者通知書を送付します。
この通知を受けた一般県営住宅入居者の方は、住宅を明け渡すよう努めなければなりません。
　なお、収入超過者には、千葉県住宅供給公社の他の賃貸住宅、都市再生機構（UR）等
の住宅へのあっせんも行っています。

④　高額所得者に対する措置
　収入超過者の中でも特に高額な所得を有する一般県営住宅入居者に対しては、明渡請求等の
措置がとられます。
⑴　高額所得者とは

　一般県営住宅に入居して５年間経過しており、かつ認定月額が最近２年間連続で、31
万３千円を超えている入居者。
　ただし、名義人の配偶者以外の親族の収入合算については、その方々の年間所得金額か
ら124万８千円を控除します。

⑵　明渡請求の順序
ａ．高額所得者となる一般県営住宅入居者へは、『高額所得者通知書』をもってその内容を
通知します。
ｂ．通知の後、公営住宅以外の公的資金による住宅への入居あっせんとともに、明渡計画
の事情聴取を実施します。
ｃ．明渡請求をする際には、請求を受けてから引越しの準備期間等を考慮して、その請求
する日の翌日から起算して６ヶ月を経過した日以降を『明渡期限』として定め、その期
限までに明渡を完了していただきます。
　　ただし、請求を受けた後で、名義人及び同居者の病気、災害等の事情で期限までに明
け渡しが困難なときは、その申し出により明渡期限を延長する場合もあります。
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３－２　改良住宅の家賃

①　改良住宅の家賃について
　改良住宅の家賃は、時の経過につれ経済事情、社会事情が変動して当初決定した家賃のまま
では、現状に適さなくなる場合があります。
　すなわち、建設年度の古い改良住宅の家賃は、建設当時の工事費等が算出の基礎となってい
るので、その後の建築物価の上昇から見れば著しく低額となっております。
　このため改良住宅の維持管理が困難となったり、改良住宅相互間において著しい家賃の不均
衡が生じ、新旧家賃の格差に対する社会的不公平が発生します。
　また、改良住宅に、一部改築等を加えたときは、従来と比較して住宅の機能が向上しますので、
次のような場合には、改良住宅の家賃を変更することになります。
⑴　物価の変動に伴い家賃を変更する必要があると認めるとき。
⑵　改良住宅相互間における家賃の均衡上必要があると認めるとき。
⑶　改良住宅について改良等を施したとき。

県内改良住宅一覧表
市町村名 団地名 該当棟

市 川 市 国府台県営住宅 １棟の一部

船 橋 市 二 宮 県 営 住 宅
南本町県営住宅

１棟～４棟
１棟～２棟

木更津市 住 吉 県 営 住 宅 全て

松 戸 市 胡録台県営住宅 全て

習志野市 平 和 県 営 住 宅 １棟～２棟

②　収入報告について
　改良住宅の家賃を決定するため、入居して３年経過した方々については、毎年、収入報告を
していただきます。

　報告方法は下記のとおりです。
　公社からお送りする『収入報告書』に記入し、収入を証する書類（源泉徴収票の写し、確定
申告書の写し等［義務教育を終了した者全員で、記載内容に省略のないもの］）を同封して、公
社管理課まで送付してください。
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③　収入基準超過者に対する措置
　住宅に困っている収入の少ない県民のために安い家賃で利用してもらおうという住宅地区改
良法の趣旨に基づき、改良住宅入居者は毎年収入の報告を義務づけられ、この報告により、月
額所得が114,000円を超え、かつ入居して３年以上の改良住宅入居者は、収入基準超過者と認
定し、「収入基準超過認定書」が送付され、下記の措置がとられます。

⑴　加算額の付加
　改良住宅に入居して３年以上経過し、かつ月額所得が11万４千円を超える入居者につい
ては、基本家賃の他に次の表のとおり割増賃料が課せられます。

収入基準超過者に対する家賃＝基本家賃＋割増賃料
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（基本家賃×率）

収入基準超過 率
114,000円を超え158,000円以下の場合 ０．３
158,000円を超え191,000円以下の場合 ０．５

191,000円を超える場合 ０．８
　ただし、月額所得が11万４千円を超え13万９千円以下の場合、裁量階層に該当する入居者世
帯の方は、割増賃料が付加されず、収入基準超過者に認定されない場合があります。
（『裁量階層』に関する記載は９ページを参照してください。）

⑵　収入基準超過認定書の送付と明け渡し義務
　収入基準超過者には、「収入基準超過認定書」を送付します。
　そして、この通知を受けた改良住宅入居者の方は、住宅を明け渡すよう努めなければな
りません。
　なお、収入基準超過者には、千葉県住宅供給公社の他の賃貸住宅、都市再生機構等の住
宅へのあっせんも行っております。
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＊『裁量階層』について
『裁量階層』とは次に掲げる世帯です。

該 当 世 帯 該 当 要 件

高 齢 者 世 帯 名義人が60歳以上で、同居者が全員18歳未満又は60歳以上である世帯。
（60歳以上の単身者も該当します。）

障 害 者 世 帯

名義人又は同居者のどなたかに障害者（以下の条件のいずれかを満たし
てる障害者）がいる世帯。
①�身体障害者手帳の交付を受けている方で、第１級から第４級までのい
ずれかに該当する身体障害者の方。
②�第１級又は第２級の精神障害者又は同程度の障害と認められる知的障
害者の方。

戦 傷 病 者 世 帯
名義人又は同居者のどなたかが戦傷病者手帳の交付を受け、恩給法別表
第１号表ノ２の特別項症から第６項症までのいずれかに該当する方、も
しくは同法別表第１号表ノ３の第１款症に該当する方がいる世帯。

被 爆 者 世 帯 名義人又は同居者のどなたかが被爆者で、厚生労働大臣の認定を受けて
いる方がいる世帯。

海外引揚者世帯 名義人又は同居者のどなたかが海外からの引揚者で、かつ本邦に引き揚
げてから５年以内の方がいる世帯。

ハンセン病療養
所入所者等世帯

名義人又は同居者のどなたかが、国立ハンセン病療養所その他平成13年
度厚生労働省告示第224号において厚生労働大臣が定めるハンセン病療
養所に入所していた世帯。

子 育 て 世 帯 同居者に小学校就学前の子どもがいる世帯。



住宅名義人及び駐車場使用者の
口座がある取扱金融機関の窓口へ
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３－３　家賃（住宅使用料）・駐車場使用料の納入
県営住宅の家賃（住宅使用料）・駐車場使用料は、基本的に口座振替で納入願います。
⑴　口座振替開始のための手続
　『県営住宅使用料（住宅・駐車場）預金口座振替依頼書』に必要事項を記入し、直接振替予定
の金融機関の窓口に提出してください。
　金融機関の窓口で上記依頼書全てを受け取りましたら手続は終了です。
　まれに手続をした金融機関で「口座振替納付届」（提出用）を入居者にお返ししてしまう場合
があります。その際は、大変お手数ですが、返されました上記届出用紙を県営住宅管理部管理
課に送付願います。
　「口座振替納付届」（提出用）が公社に届き次第登録手続をします。その後、入居者には、口
座振替開始月及び登録内容等を記した「口座取扱い通知」を郵送しますのでご確認ください。
※�　金融機関から返されました届出用紙を入居者がお持ちのままですと、口座振替ができませ
んのでご注意ください。
※�　千葉県では、口座引き落としの申込み手続きをインターネット上で完結できる「Web口座
振替受付サービス」を開始しましたので、希望する方は「千葉県ウェブ口座」で検索し御手
続きください。
⑵　口座振替による納入
　千葉県が、毎月、各入居者の家賃（住宅使用料）・駐車場使用料の振替データを直接、金融機
関に送付し、入居者から振替依頼のあった指定口座から毎月末日に自動的に引き落としされます。
　ただし、月末日に振替予定口座が預金不足になりますと、翌日入金しても再度の引き落とし
はされませんので、翌月15日までにお手元に郵送される『督促状』を金融機関に持参して納入
してください。
　※口座振替日……家賃（住宅使用料）・駐車場使用料の納期限である毎月末日です。

　なお、月末日が土・日曜日または休祭日にあたる場合は、金融機関の翌営業日となりま
すので、ご注意ください。

　※領収書……原則として領収書は発行せず、預金通帳の記帳でご確認いただきます。
⑶　振替口座及び金融機関の変更
　振替口座や金融機関を変更する場合にも、『県営住宅（住宅・駐車場）預金口座振替依頼書』
にて上記と同じ手続をとってください。

＜口座振替開始手続の仕方＞



※�　名義変更の手続の方は、口座振替はできませんので、郵送される『納入通知書』により指
定金融機関の窓口にて直接納入してください。
⑷　口座振替による納入の取り消し（申請書P62）
　『口座振替取消届』に必要事項を記入し、公社に提出してください。
　口座振替による納入が停止されると、お手もとに「納入通知」が送付されますので、毎月末
日までに千葉県指定金融機関等へ持参して納入してください。
　なお、口座振替の停止時期は、手続きの時期により翌月分以降となる場合がありますので、
ご了承ください。
⑸　納入通知書による納入
（ア）　�毎月末日までにお手もとに郵送される「納入通知」を千葉県指定金融機関等へ持参し

て納入してください。（ただし、納期限後でも金融機関で取り扱います。）
　　　納入通知書を紛失した場合は、公社に連絡して再交付を受けてください。
　　※�　納入通知書右下に印字されたバーコードを使用し、コンビニエンスストアの店舗や

電子マネーアプリでの支払ができます。利用可能なコンビニエンスストアチェーン及
び電子マネーは納入通知書裏面をご確認ください。

（イ）　�家賃・駐車場使用料を期限内（その月の末日）に納入しない入居者については、翌月
25日頃督促状が送られます。

　　　この用紙により納入することもできます。
⑹　日割家賃の納入
　月の中途で退去する場合の日割家賃の納入については、敷金から充当または日割家賃納入通
知書により納入するようになります。
⑺　家賃（住宅使用料）の滞納について
　家賃を３ヶ月以上滞納すると入居許可の取消し、住宅の明け渡し訴訟、強制執行（強制退去）
などの厳しい措置をとることになりますので、毎月の家賃納入を怠らないよう十分ご留意ください。
　納入が遅れた場合、公社より電話をかける場合がありますので、ご承知おきください。
・滞納に関する相談先…千葉県住宅供給公社県営住宅管理部滞納対策課�ＴＥＬ：０４３－２２２－９１８７
　※�ご相談いただく方の滞納家賃の月数及び滞納額に応じて、千葉県県土整備部都市整備局

住宅課県営住宅滞納対策班を案内する場合があります。
・生活困窮については、お住まいの地域の役所や自立支援機関等へご相談ください。

３-４　家賃の減免
1.　減免制度について
　千葉県では、県営住宅の入居者の世帯収入が著しく低い場合や、失職や病気又は災害等により、
収入が著しく下がった場合などの理由で、家賃の支払いが困難と認められる場合に、期間を定
めて家賃を減額する制度を設けています。

2.　減免取り扱い基準の内容
（１）�　入居者及び同居者の収入月額が、次の各基準の範囲内であれば、各々の減額率が適用さ

れます。
　　　なお、同一世帯で複数の方に収入があれば全て合算となります。

　　　　 収　入　月　額　　　　　　　　　　　　　　　　　減　額　率
５０，００１円	　～　６７，０００円	．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．２０％
３７，００１円	　～　５０，０００円	．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．４０％
２５，００１円　～　３７，０００円	．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．６０％
 　　　　０円　～　２５，０００円	．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．８０％
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　　※�この減免制度においての「収入月額」とは、世帯の合算年収から、所得税法上の所得控
除を行い所得額を算出し、さらに公営住宅法の定める各種控除を行った額を12ヶ月で除
した額をいいます。
　ただし、減免制度においては、課税所得のほか、非課税所得（遺族恩給及び年金、児童
手当、児童扶養手当、傷病手当など）も収入に含みます。
　なお、生活保護において、家賃額が全額支給されている世帯は減免申請はできません。

（２）　次の場合には、収入月額が67,001円以上でも各々の減額率が適用されます。
　（ア）　入居者又は同居者が、次に掲げる者に該当し、その収入月額が158,000円以下の場合
　　　……50%

①身体障害者（１級・２級）に該当する障害を有する者。
②精神障害者（１級）に該当する障害を有する者。
③重度の知的障害者と判定された者。
④戦傷病者（特別項症から第３項症）の障害を有する者。
⑤常時就床状況にある65歳以上の老人で介護を必要とする者。

　（イ）　入居者又は同居者が、次に掲げる者に該当し、その収入月額が104,000円以下の場合
　　　……20%

①身体障害者（３級・４級）に該当する障害を有する者。
②精神障害者（２級）に該当する障害を有する者。
③中度の知的障害者と判定された者。
④戦傷病者（第４項症から第６項症）の障害を有する者。
⑤�乳幼児・児童·生徒（専修又は各種学校に就学している20歳未満の者を含む）を扶養し、
配偶者のない者。
⑥入居者が60歳以上で、同居親族の全てが次の何れかに該当する者。
・配偶者
・乳幼児・児童・生徒（専修又は各種学校に就学している20歳未満の者を含む）
・60歳以上の者

（３）　前記（１）と（２）は、併せて適用はされません。
（４）�　家賃の減免期間は１年以内とします。なお、減免期間は、申請により更新することがで

きます。

3.　申請方法
　県営住宅家賃減免申請書（P63）及び誓約書のほか、次のような各々の状況が確認できる書
類を添えて提出してください。（申請者の減免事由により、必要となる添付書類は異なりますの
で、必ず事前に千葉県住宅供給公社へお問い合わせください。）
（１）　居住状況を確認できる書類（住民票）
（２）�　収入状況（給与証明書、収支明細書、年金証書、所得証明書（確定申告をしている方の

うち、純損失及び雑損失の繰越控除がある方は、別途提出書類がありますので、ご相談く
ださい。）、非課税証明書、公的年金通知書、児童扶養手当証書等）

（３）　就労状況を確認できる書類（退職証明書、離職票、在職証明書、雇用証明書等）
（４）　疾病が原因の場合（診断書）
（５）　被災が原因の場合（被災証明書等）
（６）　障害者認定の場合（障害者手帳等）など。

＊詳しくは、直接公社管理課へお問い合わせください。
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県営住宅使用料収納取扱店一覧表

1.　県営住宅使用料の納入方法
　下記の金融機関にて、口座自動振替と窓口にて納入する方法とがありますが、口座自動振替
を希望される方は、口座振替納付届を持参のうえ各金融機関窓口で契約してください。
　なお、口座自動振替契約をなされていても、振替開始は申し込みの時期により翌月分以降と
なる場合がありますのでご了承ください。
　※印の金融機関においては、口座自動振替が受付出来ませんのでご注意ください。
　また、※２印の金融機関においては、口座自動振替は可能ですが、納入通知書による支払（窓
口での支払）は出来ませんのでご注意ください。

2.	 取扱い金融機関
①本店及び支店で取扱い可能な金融機関

銀 行

　千葉銀行	 　千葉興業銀行	 　京葉銀行
　みずほ銀行	 　三井住友銀行	 　三菱UFJ銀行
　りそな銀行	 　群馬銀行	 　常陽銀行
　筑波銀行	 　きらぼし銀行	 　東京スター銀行
　東日本銀行	 	

信 託 銀 行 ※２三菱UFJ信託銀行	 ※みずほ信託銀行
労 働 金 庫 　中央労働金庫

信 用 金 庫

　千葉信用金庫	 　銚子信用金庫	 　東京ベイ信用金庫
　佐原信用金庫	 　館山信用金庫	 　東京東信用金庫
　朝日信用金庫	 　水戸信用金庫	 　亀有信用金庫
　東京シティ信用金庫	 ※東栄信用金庫	 ※小松川信用金庫
　城北信用金庫	

信 用 組 合 　銚子商工信用組合	 　房総信用組合	 　君津信用組合

協 同 組 合

　木更津市農業協同組合	※八千代市農業協同組合	 ※市川市農業協同組合
※とうかつ中央農業協同組合	　ちば東葛農業協同組合	 　成田市農業協同組合
※富里市農業協同組合	 　長生農業協同組合	 　市原市農業協同組合
　西印旛農業協同組合	 　君津市農業協同組合	 ※山武郡市農業協同組合	
　安房農業協同組合	 ※いすみ農業協同組合	 　ちばみどり農業協同組合	
※かとり農業協同組合	 　千葉みらい農業協同組合

②千葉県内の支店のみで取扱い可能な金融機関

信 用 組 合 　横浜幸銀信用組合	 ※ハナ信用組合
中 央 金 庫 ※農林中央金庫
協 同 組 合 　東日本信用漁業協同組合連合会

③口座振替のみ取扱い可能な金融機関（窓口での支払はできません）

銀 行 　イオン銀行	 　楽天銀行	 　ＰａｙＰａｙ銀行
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4　手　　　　　続
＊家賃に影響することもあります。必ず適切な手続きを行ってください。
①　許可・承認を必要とする手続
　次の各種手続は、すべて知事・公社理事長の許可又は承認が必要です。手続をするときは、
あらかじめ公社に関係書類を問合わせのうえ、別添申請書に必要書類（コピー不可）を添付し
提出してください。※申請の際には必ず公社へお問合わせください。

⑴　承
しょう
継
けい
入居（名義変更）（申請書P57）

　名義人が同居の親族を残して死亡または退去した場合で、同居の親族が引き続いて県営住
宅を使用しようとするときは、承継入居の申請書に関係書類を添えて承継事由発生後30日以
内に申請してください。承認後は請書他必要書類を提出していただきます。
　なお、承継申請できる方は、名義人の同居者である配偶者及び特に居住の安定を図る必要
がある方（高齢者・生活保護受給者・母子世帯・父子世帯・障害者等）に限られており、承
継が認められない場合は期限を定めて住宅の明け渡し（退去）を求めることとなります。
⑵　同居（申請書P58）
　入居者が入居後において親族を同居させようとするときは、公社に連絡のうえ同居承認申
請書に関係書類を添えて申請してください。
　ただし、入居後１年未満は原則として同居は認められません。
　なお、同居承認申請の無い者及び同居資格の無い者を無断で同居させた場合は、住宅の明
渡請求及び入居許可の取消を行う場合があります。
⑶　住宅の模様替・増築等（申請書P55及び承認願P56）
　県営住宅の模様替・増築（居室の増築は認められない。）については、住宅の保全や団地の
美観上厳格な基準があります。
　模様替・増築は退去の際、原状に復す条件で許可されます。（撤去費及び原状復旧費は自己
負担です）
　また、防犯対策として玄関扉に、もうひとつの錠（補助錠）を自己負担で取付けられます。
補助錠を設置した場合は、原状回復の必要はありません。（退去時に補助錠と鍵の権利を放棄
していただきます。）なお、許可なくこれらの行為をすることは、堅く禁止します。
◎増築承認等の範囲
①補助錠設置の場合
　・補助錠の取付け位置は、原則として玄関扉ドアノブから20cm下側とする。
　・取付ける補助錠は、ドアノブのない補助錠（本締錠）とする。
　・補助錠の製品は、美和ロック㈱製・U９シリンダーを使用すること。
②準耐火構造平屋建同２階建の場合
　ア　南庭へ独立した物置を増築する場合
　　・増築面積は５平方メートル（1.5坪）以内
　　・増築建物の最高高さ2.6メートル以内
　イ　住宅に接して霜除け、テラス、濡れ縁を増築する場合（ただし南庭側）
　　・直接住宅に釘打ちしないで別に柱を建てること。
　　・増築面積は５平方メートル（1.5坪）以内
　　・増築建物の最高高さ2.6メートル以内
　　・住宅の床下換気を妨げないこと。
　　・居室の増築をしないこと。
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　　注）増築面積は、ア、イの重複増築であっても合計５平方メートル以内とする。
　ウ　次の増築物は認めておりません。
　　・屋根上及び２階手すり部分等の物干し場の設置
　　・屋根上の温水器、アマチュア無線等
　　・鶏、はと、犬小屋等その他の動物小屋の設置
　　・門、塀、柵等の設置

⑷　住宅の用途変更
　住宅の一部でも住宅以外の用途に使用することは固く禁止されています。しかし、その県
営住宅に入居している身体障害者があん摩、はり、きゅうなど営業を行うことを希望すると
きは、管理上支障がないと認められる場合に限り、例外的に認められます。
⑸　団地内又は近隣の団地への住替
　入居後に世帯人数が増えたことで、現在の住戸が著しく狭い場合や、２階以上の上層階に
居住し、入居後に加齢・病気等で階段の昇降が特に困難となった場合等は、同じ団地内又は
近隣の団地で入居可能な住戸があれば、住替えができる場合があります。
　詳細は千葉県住宅供給公社県営住宅管理部募集課に御相談ください。
※�入居して１年未満の世帯、家賃滞納がある世帯及びP18に掲げる明渡請求事由に該当する
世帯は申込できません。

②　届出を必要とする手続
　次の届出等についてはすみやかに提出してください。別途届出用紙に記入のうえ必要書類（コ
ピー不可）を添付し、公社に提出してください。
⑴　異動届（申請書P52）
　入居者は、その同居の世帯員に死亡、転出、出生等で異動が生じた場合は、その都度異動
したことを証する書類（居住している方の本籍、続柄等が記載された世帯全員の住民票及び
異動のあった方の住民票の除票又は転出先の住民票）を添えて異動届を提出してください。
（戸籍謄本が必要な場合あり）
⑵　改姓届（申請書P53）
　入居者が結婚等により姓が変わった場合は、それを証明する書類（戸籍謄本）を添えて改
姓届を提出してください。
⑶　使用中断届（申請書P54）
　入居者が、長期入院等でその住宅を引き続いて15日以上使用しないときは、使用中断届を
事前に提出してください。

③　県営住宅駐車場
⑴　有料駐車場（県営）
　次頁一覧表に記載された県営住宅については、県営の有料駐車場です。
　駐車場使用申込みをされる方は、『住まいのしおりP59』又は自治会に備付けの駐車場使用
申込書に必要事項を記入のうえ『自動車検査証の写し』を添え自治会に提出し、使用区画の
割り当てを受けてください。審査終了後、駐車場許可書ならびに駐車票を発行いたします。
使用許可日は毎月初日となります。
　また、許可後駐車場使用料を３ヶ月分以上滞納すると、使用許可取消しとなります。毎月
の支払いが滞らないよう、計画的に使用してください。
（１）　駐車場を使用することができる者

県営住宅の入居者又は許可された同居者で、自ら駐車場を使用する者。
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（２）　駐車できる自動車
自家用車であり、小型自動車・軽自動車及び普通自動車（長さ4.9m・幅1.8m以下）の
ものです。

（３）　許可台数
１世帯につき１台です。ただし、条件付きで２台目の使用を認めます。

（４）　申込みのできない者
　　例として、
　・同居の承認を受けずに同居させている場合。
　・名義人が転出等をしているのに承継の承認を受けていない場合。
　・家賃を３ヶ月以上滞納している場合。
　・正当な理由無しに15日以上住宅を使用していない場合。
　・所有者が名義人又は許可された同居者でない場合。

（５）　使用料の減免
下記に該当する者又はその者を介護する者で、家賃及び駐車場使用料を滞納していない
者には、使用料を減額する措置があります。申請についてはお問い合わせください。
①�身体障害者手帳の交付を受けている者で、１級から４級のいずれかに該当する障害を
有する者。
②�精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている者で、１級又は２級に該当する障害を有
する者。
③�児童相談所、精神保健福祉センター、精神科医療センター及び精神保健指定医により
重度（A）又は中度（B１）の知的障害者と判定された者。
④�戦傷病者手帳の交付を受けている者で、特別項症から第６項症までのいずれかに該当
する障害を有する者。

（６）　車両を変更した場合及び駐車区画を変更する場合
駐車場使用変更届（住まいのしおりP61）に必要事項を記入のうえ『自動車車検証の写し』
を添え、自治会に提出してください。区画を変更する場合にも駐車場使用変更届の提出
が必要です。その場合は、理由らんに「区画変更」と記入し、新旧の区画を記入して届
出てください。

（７）　駐車場使用を止める場合
駐車場使用返還届（住まいのしおりP60）に必要事項を記入のうえ『駐車票』を添え、
公社に提出してください。駐車場は月極めですので、使用料の日割り計算はできません。
返還日は月末となりますので、返還日前に提出してください。
※自動車保管場所利用承諾書について（通称：車庫証明書）
すべて自治会・自動車管理組合が発行しておりますので、承諾印をもらってください。

団　地　名 月額使用料（円） 団　地　名 月額使用料（円）
松 波 ６，５００ 作 草 部 ４，５００
弥 生 ５，５００ 轟 ５，０００
園 生 ４，５００ 天 台 ６，０００
幸 町 ７，５００ 幸 町 東 ７，５００
海 浜 検 見 川 ６，０００ 検 見 川 ６，０００
幕 張 ６，０００ 幕 張 東 ６，０００
海 浜 幕 張 ５，５００ 仁 戸 名 ４，５００
千 葉 寺 ３，５００ 千 葉 寺 第 ２ ３，５００
小 倉 ３，０００ 千 城 台 西 ４，０００
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団　地　名 月額使用料（円） 団　地　名 月額使用料（円）
祐 光 ６，０００ み つ わ 台 ４，５００
東 寺 山 第 ２ ２，５００ 国 府 台 ８，０００
市 川 柏 井 ３，５００ 市 川 柏 井 第 二 ５，０００
海 神 ５，５００ 薬 円 台 ４，５００
八 木 が 谷 ４，５００ 八 木 が 谷 第 二 ４，５００
清 見 台 ２，５００ 六 高 台 ３，０００
金 ケ 作 ５，０００ 野 田 山 崎 ３，０００
成 田 第 一 ３，０００ 成 田 第 二 ３，０００
成 田 第 四 ３，０００ 成 田 第 五 ３，０００
三 里 塚 ２，０００ 実 籾 ４，５００
大 久 保 ４，５００ 平 和 ４，５００
香 澄 ５，５００ 実 籾 大 原 ５，０００
柏 逆 井 ２，０００ 五 所 ５，０００
初 富 ４，０００ 鎌 ケ 谷 井 草 ４，０００
鎌 ケ 谷 四 本 椚 ３，５００ 佐 津 間 ２，５００
北 子 安 ２，０００ 杢 師 第 二 ３，５００
杢 師 ２，５００ 浦 安 堀 江 ８，５００
富 津 １，５００ 沼 南 高 柳 ３，０００
浦 安 高 洲 ７，０００ 一 宮 船 頭 給 ２，５００
蔵 波 ３，５００ 長 浦 ３，０００

⑵　敷地利用駐車場（自治会・自動車保管場所管理組合運営）
　上記以外の県営住宅の入居者で駐車場のご利用を希望の方は、各自治会・自動車保管場所
管理組合へ問合せおよび申込み手続きを行ってください。団地によって異なりますが、自治会・
自動車保管場所管理組合で定めた駐車場利用料金がかかる場合があります。

④　退去
　県営住宅を無断で退去することはできません。
　県営住宅を退去されますと、県では、次の入居者ができるだけ早く、かつ快適に生活できる
よういろいろと取り決めをしております。
⑴　退去届（申請書P64）

　退去届は退去する日の７日前までに公社に提出してください。（できるだけ早めに提出し
てください。）
　もし、提出が遅れますと、退去者に不利になることがありますから注意してください。
　また、退去時に滞納家賃等がある場合、担当徴収員と連絡をとってください。

⑵　家賃
　家賃は完納してから退去してください。退去月の日割の家賃は敷金から充当することも
できますが、充当しても不足金がある場合は、指定する方法により納付してください。

⑶　電気・水道・ガスの停止届及び精算
　電気・水道・ガスの停止届及び精算は、退去者の責任においてそれぞれの営業所等へ必
ず手続きをしてください。（すべての元栓は必ず閉めてください。）
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⑷　清掃の実施
　住宅内外の清掃、特にガス台周囲、換気扇の内部・外部、洗面所、ベランダ等の清掃を
してください。

⑸　自治会への届出（申請書P65）
　自治会長に「退去について（連絡）」を提出して、共益費、自治会費等を清算してください。

⑹　補修箇所の点検及び補修方法
ア�　退去届が届いてから、公社職員が補修箇所の点検に行きますので、立ち会ってください。
（日時等は必ず連絡します。）
イ�　点検時に「県営住宅退去検査基準」（P40・41参照）に基づき、退去住宅検査補修調
書（補修内容記載）をお渡ししますので、補修期限までに補修してください。
　　畳表の取り替えや襖の張替えなどは、入居者（退去者）の負担となっております。

⑺　鍵の返還
　鍵は、退去検査時に３本とも公社職員にお返しください。（３本セットでないときは自費
負担となることがあります。）
　また、補助錠を設置した場合は、補助錠の鍵も公社職員にお渡しください。

⑻　補修完了確認検査
　補修が完了しましたら、公社職員が確認の検査に行きますので、補修業者とともに立ち会っ
てください。補修が不備の場合は、再度補修をしてもらいます。
　なお、紹介業者に依頼された方は、立ち会われる必要はありません。

⑼　補修費の支払い
　退去する方が直接補修業者に全額支払ってください。なお、紹介業者に依頼される方に
は県でお預かりしている敷金を補修費の支払に充当できます。この場合、充当額は未納家
賃等を差し引いた残金となりますので、補修費との差額を紹介業者に支払ってください。

⑽　敷金の還付
　未納家賃等を差し引き、残額を還付します。なお、紹介業者に補修を依頼された方には、
補修費の支払いに充当します。

⑾　その他
　市町村役場等への届出も忘れずに行ってください。

⑤　明渡請求
　県営住宅の入居者は、次のような場合明渡請求を受けることになりますので、このようなこ
とのないよう十分御注意ください。
　なお、高額所得者に対する明渡請求については、６ページをご覧ください。

ア　不正の行為により入居したとき。
イ　３ヶ月以上家賃を滞納したとき。
ウ　届出なく15日以上県営住宅を使用しないとき。
エ　県営住宅又は共同施設をみだりに破損したとき。
オ　千葉県県営住宅設置管理条例等又はこれに基づく知事の指示命令に違反したとき。

⑥　立入検査
　知事が県営住宅の管理上必要があると認めるときは、知事が指定した職員が立ち入り検査を
行いますから御了承ください。
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5　共同住宅住まいの心得
①　共益費
　団地内の共用部分等の維持管理のため、自治会等をとおして入居者で支払うものです。
その費用は次のとおりです。
ア　電気料金
　　外灯、階段灯、廊下灯、集会所又は集会室、受水槽（高架水槽）、浄化槽、エレベーター
　　その他共同施設の電気料金
イ　上記の各電球、蛍光灯、笠等の交換及び外灯の増設に要する費用
ウ　集会所又は集会室のガス及び上下水道料金
エ　中高層住宅の共同水道料
オ　共同水栓のコマパッキン等の修理費
カ　ためます、U字溝及び下水管等の清掃の費用
キ　浄化槽、エレベーターの維持管理に伴う点検費用の負担
ク　浄化槽の消毒及び清掃
　また、次の共同施設についても入居者（自治会）での維持管理をお願いします。
集 会 所…住宅部分と同じ扱いとする。
自 転 車 置 場…維持修繕、ただし、屋根の修理を除く。
樹 木 ・ 芝…樹木の整枝、消毒、芝の手入れ、雑草の刈り取り、生垣等の維持管理
　　　　　　　　（各戸庭付住宅）。
屋 外 排 水 溝…U字溝の蓋の破損取替え（階段室前を除く）、排水ますの蓋の破損取替え、
U字溝・ためます　各施設の清掃および消毒。
　自治会への加入の有無にかかわらず、全ての入居者は千葉県県営住宅設置管理条例第19条（入
居者の費用負担）の規定により、共益費の支払義務があります。

②　住まいの心得
⑴　防　犯
　住宅が耐火造りであり、堅固なドアがあるとか、隣り近所の目が多いとかということで安
心しないで、玄関や窓の戸締りを忘れたり洗濯物を夜通し干し放しにしないでください。団
地で起こる犯罪には空巣、忍び込みや痴漢などによるものが多いようですから次のことに気
をつけましょう。
　・のぞき窓を活用したり、ドアチェーンを使用すること。
　・平素から隣り近所との連絡を密接にしておくこと。
　・外出のときは隣り近所に留守をお願いすること。
　・�エレベーターは、婦人、子供の夜間利用を避け、また見知らぬ人の出入りには特に気をつ

けてください。
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　・非常の場合には、エレベーター内の防犯ベルを押してください。
⑵　防　災
ア　火　事
　近所から火事が起きたときは居室や出入口の戸を締めて火や煙が室内に入らないようにし、
至急避難し119番へ通報してください。中高層住宅のバルコニー（ベランダ）に設置されて
いる避難用マンホールや仕切板の近くには、非常の場合に備え、絶対に物を置かないでくだ
さい。なお、上階に避難用マンホールがある場合は、緊急時の避難梯子の降下に支障のない様、
真下に物を置かないでください。（特に物干竿の扱いには細心の注意を払ってください。）
　また、階段室や通路に設置されている消火器の前に、絶対に物を置かないでください。
入居者の過失により失火した場合は原状回復、損害賠償、住宅の明渡しなどの措置を受ける
ことになり、また近所の方に迷惑を及ぼすことにもなりますから、日ごろから火災予防には
くれぐれも気をつけてください。防火上、室内のカーテンは防炎カーテンをつけてください。
とくに高層住宅には必ず防炎カーテンをつけてください。
イ　地　震
　中高層耐火住宅の場合でも相当揺れます。階層の上ほどその揺れ方は大きいものです。
あわてて廊下や階段に飛び出したりするとかえって危険です。
　大きな地震のときは、まず火元を消して落ち着いて行動することが大切です。
ウ　台　風
　中高層住宅ではベランダの排水口が詰まらないようあらかじめよく清掃してください。
非常用に飲料水の汲み置きをし、ビニールシート、針金、懐中電灯などを準備しておきたい
ものです。
　風雨が強い場合は、窓、出入口の建具の隙間から雨水が浸入することがありますので、
アルミサッシでも敷居部分に雑きんや布きんを詰め込んで敷居の上端から雨水が室内に浸入
したりあふれたりすることを防いでください。
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③　その他注意していただきたいこと
⑴　室内衛生
〇　準耐火住宅や耐火住宅は、梅雨や冬になると壁や便器等に結露が生じる場合があり、放っ
ておくとカビが生えることがあります。天気のよい日には窓を開け、特に北側の部屋、押
入れは風通しを良くして乾燥させてください。
〇　ガス・石油ストーブを使用する時は、特に一酸化炭素中毒に注意してください。また、
燃料の燃焼に伴い水蒸気が発生し、結露の原因にもなります。
〇　畳床は、長い間にほこりを吸い、湿気を帯びてくるものですから、年に一度は畳を上げ
日光に当て、よく乾燥させてください。

⑵　騒音の制限
　他の入居者に迷惑となるような騒音の発生はご遠慮願います。ステレオ、オートバイなど
の騒音及び酒に酔っての大声ならびに生活騒音などは十分注意してください。
⑶　動物の飼育制限
　小鳥、魚（金魚等）類を少し飼うことは差支えありませんが、犬、猫、鶏、鳩、その他他
人に不快の念を抱かせる動物の飼育は、他人に迷惑になりますからやめてください。
　また、野良猫や犬、鳥などの動物に敷地内でエサやりをすることも、ふん尿被害の元にな
りますからやめてください。
　新しく入居される方でこれらの動物を飼っている方は、さぞ愛着の情を絶ち難いと思いま
すが、入居前に必ず他へ譲る等の措置をしてください。
⑷　自動車の保管場所及び駐車
　自動車を保有する方が増えておりますが、県営住宅においては、通路、広場、緑地など共
同で使用する場所は、自動車の保管場所として使用することができないほか、駐車も禁止さ
れています。
　なお、違法駐車の防止と住居環境の保全を図るため多くの県営住宅においては、「千葉県県
営住宅敷地内自動車保管場所に関する取扱要綱」に定められた範囲内で、入居者で組織され
ている自動車保管場所管理組合に対して、利用承認をしています。
　また、一部の県営住宅においては、駐車場を使用するには知事の許可が必要であり、有料
となっています。
　なお、詳しい手続き等は公社管理課へお尋ねください。
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⑸　結露及びカビ防止
　コンクリートやブロック造りの住宅は木造住宅と異なり、すき間が少なく自然換気が十分で
きないため、暖房器具を使用する冬期や湿気の多い梅雨期には結露（室外と室内の温度差によ
り暖かい空気が冷やされて水滴となる現象）が起こりがちで、特に北側の壁や棟の両側の壁に
多くみられ、それがカビの発生の大きな原因となっています。
　コンクリート住宅では避け難いことで、予防のために次のことに十分注意してください。
１）　暖房器具を使用している時は、ときどき窓を開放し、換気に努めましょう。
２）　家具は外壁を避けて窓から少し離して置きましょう。（約５cm）
３）　押入れは昼間はできるだけ開け放しておきましょう。
４）　換気用小窓、換気ガラリーは常に開けておきましょう。
５）　炊事、湯沸しの時は換気扇を回しましょう。
６）　押入れの寝具類はまわりの壁からできるだけ離しておきましょう。
７）　結露の原因となる水蒸気をなるべく発生させないようにしましょう。
８）　室温を必要以上に高くしないようにしましょう。（冬期の快適室温は20～22℃）
９）　洗濯物は室内に干さないようにしましょう。
　結露しますと、カビが発生し、家具や壁が大変汚れたり、傷んだりします。日ごろから換気
に注意して、水滴が発生した時は、よく拭き取りましょう。
　カビの発生初期の処理方法としては、家庭用漂白剤で十分落ちますので拭きとるようにして
ください。（ビニール壁紙のみ）
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6　設 備 ・ 施 設
①　電気・水道・ガス・電話
⑴　電　気
ア　電気の使用開始について
　電気使用開始通知状に必要事項を記入して東京電力㈱の各支社・営業センターに提出、
または、東京電力以外の電力供給事業者に申込みをしてください。（電気のブレーカーを上
げただけでは、電気は使用できない場合がありますので、事前に申込みをお願いします。）
イ　使用について
　分電盤には、一定以上の電流が流れると自動的にスイッチが切れるブレーカーが取り付
けてあります（下図参照）。一時にたくさんの電気器具を使用して、契約電力（アンペア）
を超えると、自動的にその住宅だけが停電になります。その時は、今すぐに必要でない電
気器具をはずして、ブレーカーのつまみを上に動かすと再び送電されます。それでもだめ
な時は、公社指定修理業者（別紙）の電気業者と相談してください。

　漏電遮断器が設置してある場合は漏電により漏電遮断器が作動して停電となることがあ
ります。その場合は次の手順で復旧してください。
1.　漏電遮断器が下りているのを確認
2.　配線用遮断器は全部切っておく
3.　ブレーカーが入っていることを確認
4.　漏電遮断器を「入」にする
5.　配線用遮断器をひとつずつ「入」にしていく
　５で、再び漏電遮断器が作動した時は、その回路が漏電です。その回路のコンセント
使用器具が正常な場合は、その回路の配線用遮断器を切り、他の回路だけを使用してく
ださい。上記故障の場合は公社指定修理業者（別紙）へ連絡してください。
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〇�　各戸には電力量（契約アンペア数）が規定されていますので、規定以上の電気は使用
しないでください。
〇�　自分の家の電力量（契約アンペア数）は下記の表を参考に算出してください。ルームクー
ラー等取り付けのため電気量がオーバーする時は契約している電力供給事業者と契約ア
ンペア数の変更をしてください。アンペアの変更は契約をしている電力供給事業者に連
絡してください。（ただし一部新築住宅を除き30アンペアまでです）

　天井キーソケットは照明器具用の
ものですので、規格以上の照明器具
や、電熱器等の使用はしないでくだ
さい。
　一つのコンセントに複数の電気機
器を接続する等、いわゆる「タコ足
配線」は絶対にしないでください。
　ヒーター、アイロン等のつけ放し
は火事のもとです。

電気器具とアンペア数

器　　具 電流（アンペア）
※参考値

インバーターエアコン
（７～10畳）

最大時　暖房13
　　　　冷房10

テ レ ビ（21インチ） 　0.9
冷 蔵 庫（300ℓ） 　1.2
掃 除 機 　３（弱）～10（強）
洗 濯（全自動）

（3.3kg） 　3.9

電 子 レ ン ジ 　10
炊 飯 器（炊飯時） 　８
電 磁 調 理 器 　13
電 気 カ ー ペ ッ ト

（２畳用）
　６（全）
　３（１/２面）

ア イ ロ ン 　８
ド ラ イ ヤ ー 　10　切替え５
こ た つ 　１（弱）～５（強）
※アンペア数は使用する器種により異なります。

〇�　コンセントの差込部分の清掃は、まめに行ってください。そのままにしておくと埃や
湿気によりショートし火災の原因になります。

〇�　配線や電灯ソケット、コンセントなどには、安全限度がありますので、手持ちの電気

器具のワット数をよく覚えておいて次の限度内で使ってください。

　電灯用ソケットは600ワット（６アンペア）までです。

　壁付コンセントは1,500ワット（15アンペア）までです。
ただし一つ当たり｝
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⑵　水　道
　使用開始は各戸の玄関の前（中高層住宅
は階段のパイプスペース内）の水道元栓を
開ければ給水できますが、団地によっては
水道供給業者立ち会いのもとで開栓手続を
とらなければ、給水されない場合があります。
　給水使用届に必要事項を記入して各営業
所等に提出してください。

　なお、水道元栓を開ける場合は必ず住戸
内の各水栓が閉まっていることを確認して
ください。

◎水道の元栓
　水道の元栓（位置を確認しておきましょう）を閉める（上図のように）とあなたの家の全部
の水が出なくなります。漏水事故や修理の時などにご使用ください。
ア�　台所や便所の水が止まらないとき、又は配管などから漏水のときは必ずパイプスペース内
の水道の元栓を閉めてから公社指定修理業者（別紙）へ連絡してください。
イ�　外出のときは必ず水道の蛇口をよく閉め、また外泊などのときは元栓を閉めるようにしま
しょう。
ウ�　水道使用中に断水になったときは、ただちに蛇口を閉めてください。閉め忘れるとよくあ
る例ですが、断水が解消したときに水が出たままになり、自分の部屋はもちろん階下の部屋
まで水浸しになることがあります。
　このような場合は、すべて、その人の負担により建物を原状に回復していただくほか他人
に与えた損害の賠償もしなければなりません。留守にされる場合は、パイプスペースの元栓
を必ず閉めておくことが事故防止になります。
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エ　蛇口のパッキンの取り替え方
　パッキンは消耗品です。時々取り替える必要があります。摩耗したパッキンは、水が止ま
らないばかりか器具も傷めます。
　パッキンの取り替え方は次頁のようにして行ってください。
　（この工具及びパッキン類はホームセンターなどで販売していますので、入居者で用意し直
してください。）
※�　新築住宅に入居し飲料水として使用される場合は、入居されてから３日間位は安全のため
一度沸騰させて御飲用ください。

簡単な修理はご家庭で
　水回りの器具でも構造の難しいものばかり
ではありません。ちょっとした知識と工具が
あれば、ご家庭でも簡単に直せるものがあり
ます。

●水栓の仕組み
　一般にカランや蛇口などと呼ばれる水栓にも横水栓、立水栓、自在水栓その他いろいろの
種類がありますが、基本的な仕組みはどのタイプもほぼ同じです。
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⑶　ガ　ス
　炊事用、暖房用、温水用として便利なガスも、換気の不足、ガス漏れ、不完全燃焼の場合
は有毒な一酸化炭素の中毒となり、とても危険です。入居するときはガス会社に連絡し、立
ち会いのうえ開栓し、ガス漏れの有無、器具取扱上の注意を聞いて事故のないようにしてく
ださい。特に、地域によってガス供給の種類が異なりますので、確認の上、使用熱量に合っ
た器具をお使いください。
ア　取扱いの注意
ア　部屋の換気を十分よくし、バーナーの空気口をよく調節しましょう。
イ�　ゴム管は、十分さし込んで、安全バンドでしっかり止めましょう。また、古くなった
器具やゴム管は早めに取り替えましょう。
ウ　ガス器具類は、時々手入れして火の出る穴をよく掃除しましょう。
エ　ゴム管を長くひいて使用するのは、危険ですのでしないでください。
オ�　使用後は器具栓をしっかり閉め、特に夜間寝る前や外出、外泊のときには、ガス元栓
を必ず閉める習慣をつけましょう。
カ�　ガスについて異常や事故があった時は、すぐにガス会社に急報して修理を受けてくだ
さい。

イ　風呂設備（浴槽・釜）
　風呂釜を購入される際には、建物の構造上、定められた型式の風呂釜（バランス型等）
しか使用できない場合があります。入居期間中は入居者の負担において維持管理をしてい
ただきます。ガス会社等にご相談ください。
ウ　ガス湯沸器
　湯沸器は、台所の指定された場所に取付板を張り、その上に適切に取り付けてください。
使用できる湯沸器は、５号までのものです。（６号以上は使用できません。）
エ　換気について
　耐火住宅は、木造住宅に比べ気密性が高く、自然換気が少ないので、換気に特に気をつ
けてください。換気が悪いと一酸化炭素中毒の危険があります。
ア　ガス湯沸器を使用する場合は、必ず換気扇をまわしてください。
イ�　ストーブ（開放型）を使用する場合は、
換気用小窓を開け、また、30分に１回約１
分間くらい窓を全開し、新鮮な空気に入れ
替えてください。
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⑷　電話・インターネット
　原則として部屋内の電話配線はありません。配線工事も含めてNTTへ申込をしてください。
工事費は入居者の負担となります。また電話の外線引込は、１戸につき１本とし２本の引込
は認められません。
　中高層住宅では、個別に光回線を引き込むことは出来ません。光ファイバ設備が導入され
ている団地に限り、光インターネットを利用することが出来ます。未導入の団地では、
VDSL等を利用してください。

②あなたの世帯だけが専用するもの
⑴　玄　関
〇�　玄関には必ず表札をつけてください。入居者がその住宅に住んでいるという表示ですから、
入居後すぐに、名義人御本人の名前をはっきりと掲示してください。
〇�　住宅の鍵は、入居者の生命や財産を守る重要なものですから紛失したり盗まれたりする
ことのないよう保管には十分注意してください。また、マスターキーはありませんので、
万一、鍵を紛失しますと鍵ごと入居者の費用で取り替えなければなりません。
〇�　玄関扉の開閉は廊下や階段を歩く人に迷惑にならないようにしてください。乱暴な開閉
は建物全体に響き、他の入居者に迷惑をかけますからお互いに注意しましょう。また、玄
関扉は防火戸となっているので、ドアクローザーを設置し常に閉じた状態となるようになっ
ています。物を置いたり、差し込んだりして開放しないでください。
○　のぞき窓、ドアチェーンを十分活用して防犯に心掛けましょう。
〇　玄関の土間は防水処理がされておりません。掃除の際でも水を流さないでください。
⑵　台　所
○�　台所は、常に清潔に保つように心掛け、特に流し台はクレンザー等傷つきやすいもので
手入れはしないでください。
〇�　流しの目皿のゴミは毎日取り除きましょう。目皿や
トラップの「わん」等を取り外して使用しますとゴミ
が一緒に流れ込んで排水管を詰まらせる原因になります。
トラップは共用の排水たて管からの悪臭があなたの家
に上がるのを防ぐために設けてあります。
〇�　使用済みの油類は流しに捨てないでください。管に
こびりついて詰まる原因になります。
〇�　台所は熱気や煙がこもりやすいものです。換気扇を使用するか、窓の開閉により、換気
に留意してください（一酸化炭素による中毒や結露の防止に役立ちます）。
〇�　台所は、防水処理がされておりませんので、水をこぼした場合は、階下の部屋まで水浸
しになります。このような場合は、すべて原因者の負担により建物を原状に回復していた
だくほか、他人に与えた損害の賠償もしなければなりません。



― ―30

⑶　便　所
　水洗式便所は次のことを厳守して使用してください。
　便器に流してもいい紙は、水に溶けやすいトイレットペーパー（巻取紙）だけです。水に
溶けにくい物やお掃除シート、生理用品等は詰りの原因になります。
　上の階で溶けない物や異物を流しますと、その家の便所に影響がなくても、共用部分の排
水管に詰り、下階入居者宅の便器から逆流し大変な迷惑をかけることになります。
　詰りの取除き費用や他人に与えた被害の賠償も原因者の負担になりますので絶対に流さな
いようにしてください。

●　便所の水が止まらない時
〇�　便所の水が止まらない時は、ロータンク
脇の止水栓を回し水を止めた後、ロータン
クのフタを取って中のフロートバルブがしっ
かりと閉まっているか確認し、クサリがか
らまっていたら正しい状態にして、ロータ
ンクのフタを元にもどしてください。
〇�　それでもなお水が止まらない時は、止水
栓を閉めた後に公社指定修理業者（別紙）
に連絡し修繕してください。
〇�　便所の床は防水加工してありませんので、
掃除の際は、水洗いをしないで、拭きとる
ようにしてください。
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⑷　浴　室
　浴室の扉の下についている給気口や浴室窓の排気口をふさぐとガス中毒の原因となります
からふさがないでください。
　水が流れにくいときは床排水トラップの目皿とワントラップをはずしてゴミを取り除いて
ください。ゴミは流し込まないでください。
⑸　バルコニー（ベランダ）
　バルコニーの床は完全防水をしていません。そこに水を流したり、植物への水やりは下階
への漏水になり、また流れ出た砂が排水管に詰り大雨が降った際にベランダに水が貯まり、
室内への浸水の原因になります。日頃より排水口や目皿等は清掃するようにしてください。
　排水詰りの取除き費用や他人に与えた被害の賠償も原因者の負担になりますのでベランダ
での植物の栽培は行わないようにしてください。
　２階以上の両端住宅のバルコニーに避難梯子が備えてある団地があります。これは法律に
より年２回の点検及び修理が義務づけられておりますから点検時には協力してください。また、
避難梯子の上には物を置かないでください。
　住宅の上から物を落としたり、投げたりしますと大変危険です。特に、植木鉢や物干し竿
などは風が強い時など特に注意してください。（物干し竿はひもでしばりつけたりして固定す
るか、ロープ等を使用するようにしてください。）
　中高層住宅の場合、避難梯子や隣戸との仕切板は避難口となりますので、絶対に物を置い
たり工作物を設置したりしないでください。また、ほかの場所でも大きな工作物は避難路を
確保できなくなったり、物によってはお子さんの足がかりとなり、転落事故の原因となりま
すので御注意願います。
⑹　専用の庭
　準耐火住宅には専用の庭があります。入居者の手で明るい環境を作りましょう。
　なお、区画してある生垣やさく、へいは勝手に取りはずして、ブロック塀などに変更する
ことはできません。中高層住宅の場合は専用庭はありません。
⑺　テレビアンテナ
　各住宅では屋上に集合アンテナを設置してあるか又はケーブルテレビが導入されており、
各室の受口まで配線してありますので、これにテレビのアンテナ線を接続してください。
　BS、CS等のパラボラアンテナを設置する場合は、直径45～60cm位までのアンテナとし、
取付補強を十分に行ってください。
⑻　エアコン専用コンセント
　各住宅には基本的に１室分のエアコン専用回路・コンセントを用意してあります。他の部
屋にコンセントを増設する場合は入居者の負担となります。
　なお、コンセントの増設、ブレーカーの増設工事を行う場合は模様替・増築等の申請（P14）
を行ってください。



防水パンのない住宅
も同様に排水ホース
は、排水口にしっかり
取り付けること。

二層式洗濯機使用時は水栓接続アダプターを
取付けて使用してください。
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⑼　アース（接地）線の取付け
　洗濯機を使用するときには、アースを取り付けてください。
　洗濯機置場に図のようにアース線取付け端子がある場合は、アース線を堅固に取り付けて
ください。
（注　意）
　ガス管には絶対にアース線を取り付けないで
ください。
⑽　洗濯機使用上の注意
ア　洗濯機防水パンが備付けのもの

※　注意事項
　　・洗濯機を使用しない時は必ず給水栓を閉めておくこと。
　　・自動給水式の場合でもその都度給水栓を開閉して使用すること。
　　・給水ホースと水栓の接続は使用中はずれないように確実に差込んでください。
　　・排水ホースが排水中にはずれないよう十分固定すること。
　　　（下階へ漏れる原因となります。）
　　・排水ホースが排水口の反対側にあるときは、排水口側の位置に付け直すこと。
　　　（排水ホースの継ぎ足しは、水漏れの原因になりますので禁止します。）
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イ　浴室に洗濯機の水を排水する間取り
※　注意事項
　　・洗濯機は台の上に置き排水ホースが下に向くように設置すること。
　　　（排水ホースは浴室側にセットすること。）
　　・排水が浴室に流れているか確認すること。
　　　（振動で床へ出ないよう針金等で固定すること。）

③　県営住宅入居者が共同で使用するもの

　空地・樹木・芝・公園・道路・自転車置場・集会所などは入居者が共同で使用し、管理す
るものです。
　共同部分の掃除・除草・排水溝の掃除などは入居者で相談して当番を決め順番に行うなど
快適な環境を作るように努めてください。
⑴　空地・樹木・芝・公園・道路・自転車置場・フェンス
ア　空　地
　空地は、公共的な使用はできますが個人が占有することは禁止されています。
イ　樹木・芝
　各棟の周辺には住宅環境を良好にし、プライバシーを守るなどの目的で植樹を行ってい
ます。
　樹木・芝の手入れ（整枝・消毒）は、入居者で行っていただきます。花壇造りや植樹を
行うときは、棟単位で共同して作られるのが望ましいとおもいます。なお、県で行う各種
工事に支障のあるときには、入居者の費用負担で移動又は移植を行っていただきます。
　団地内の樹木・芝・外灯などの施設はお互いに気をつけて大切にしてください。
ウ　公　園
　公園は、幼少年者の施設ですから必ず保護者も同伴し、事故防止に心掛けてください。
破損箇所を発見したら使用を禁止し、直ちに公社へ連絡してください。
エ　道　路
　敷地内の道路（通路）は入居者の交通（通行）の用に供するための施設です。交通の妨
げとなるものを置いたり設置したりすることはできません。
　特に団地内の路上の駐車は、火災等の災害発生時に消防車や救急車等の緊急車両の通行
が困難となり、人命、財産に大きな損害をもたらすことになったり、交通災害を引起こし
たりしますからやめてください。
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オ　自転車置場
　中高層住宅には自転車置場が設置してありますが、スペースが限られていますので自転
車以外は置かないようにしてください。
　なお、修繕は、一部入居者負担となりますから大切に利用してください。
カ　フェンス
　フェンスは危険防止のために設置してあります。
　破損箇所を発見したら、公社へ連絡してください。

⑵　集会所及び集会室
　入居者の会合などに利用していただくために、集会所又は集会室を設置した団地があります。
団地では、隣り近所との交際が少なく、家庭生活が孤立しがちですから、集会所を有意義に
活用し、住みよい団地づくりに努めてください。
　集会所は福利厚生・文化教養などの諸行事に使用するための公共的な施設です。
　したがって営利を目的とした会合、宗教団体の会合、特定の政治会合などには使用が認め
られません。
　使用の方法などについては「千葉県県営住宅集会所（室）管理要領」（42ページ）を御覧
ください。
⑶　階段と廊下
　静かに歩くようにしましょう。特に、げたばき等の音は非常に響くものです。
　階段や廊下には一切物を置かないでください。通行のじゃまになるだけでなく、火災など
の緊急の場合には障害となります。また幼児を遊ばせることは危険なだけでなく、他に迷惑
をかけるので気をつけてください。
　階段灯、廊下灯や外灯のグローブは時々ほこりを払うと明るくなります。また、ほこりは、
絶縁を悪くし故障の原因になります。
⑷　屋　上
　耐火住宅の屋上は、原則として利用できません。これは転落事故などの原因となるばかり
か防水層を傷め雨漏りの原因にもなるからです。
　中高層住宅など屋上が利用できる建物でも、次の点を守ってください。
　　・屋上からは、絶対に物を投げたり、水を捨てたりしないでください。
　　・機械室に立ち入ったり、不必要に機械類、警報装置等にさわらないでください。
　　・小さいお子さんが保護者なしで立入ることや、ボール遊びは禁止します。
⑸　エレベーター設備
ア　エレベーターは水で清掃しないでください。
イ�　エレベーターの内外部でのいたずらは絶対にしないでください。事故及び故障の原因と
なり、内部に「閉込め」られる場合があります。
ウ　いたずらを見つけたら、公社へ連絡してください。
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⑹　ゴミ容器置場
　ゴミは、ゴミ容器置場（県で設置したもの）又は所定の場所に決められた日に出してくだ
さい。収集日、収集方法等詳しいことは、所轄の市町村の清掃課等の指示に従ってください。
⑺　給水施設
　中高層住宅は、一度受水槽に水をためて、ポンプで高架水槽に汲み上げてから自然圧力に
より各家庭に送られています。（高架水槽を使わないで圧カポンプで直接送られている場合も
あります。）
　階段口にある共同水栓及び集会所は、上記の水槽と別系統となっており、ポンプの故障等
で断水した時も使用できます。（ただし、同一系統になっている団地は使用できません。）
　受水槽や高架水槽がある団地は、毎年１回清掃します。清掃に際しては、断水を伴います
ので、入居者の御協力をお願いします。（なお、復帰の際各水栓の閉め忘れに注意してくださ
い。）
⑻　排水施設
　全ての排水管は他の家と合流し１本の管につながっています。一人の不注意で排水管が詰
まると排水が逆流し棟全体の方々に大変な迷惑となります。固形物や油など詰りの原因にな
るものは流さないように注意してください。
　雑排水管は自治会や個人で定期的に清掃することで詰りの予防となりますので、ぜひ実施
するようにお願いします。また、ため桝、集水口、U字溝などは皆様で定期的に清掃し機能
上問題が発生しないように管理をお願いします。
　公共下水道が整備されていない地域では、浄化槽や便槽等の排水設備が設置されています。
浄化槽は規模により点検回数や清掃回数が定められ、また、処理した水を流す際には消毒を
しなければなりません。それらに伴う費用は入居者の負担になります。
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共同住宅の防火・防災は入居者の手で
◎�　入居者は災害の公共危険性を理解し災害防止上必要な次の事項を誠実に遵守しなければな
らない。

1.　火災予防の遵守事項
⑴�　火気使用設備器具、電気器具等は、使用前及び使用後必ず点検し、安全の確認等適正管
理に努めること。
⑵　吸いがらの処理は、水で完全に消火すること。
⑶�　灯油、LPG等の危険物品を使用する場合は、その性状に注意し必要量以上は保管しない
こと。
⑷�　廊下、階段、バルコニーの仕切板の付近には、避難の障害となる物品及び可燃物等を置
かないこと。
⑸�　防火上、避難上必要な施設及び消防用設備等の周囲には、使用の際障害となる物品を置
かないこと。

2.　地震による被害を防止するための対策
⑴　家具、火気使用器具等の転倒防止及び物品の落下防止措置。
⑵　石油ストーブ等の耐震自動消火装置の適正管理及び灯油危険物類等の漏えい防止措置。
⑶　防災ずきん、非常用飲料水、懐中電灯、携帯ラジオ、医薬品等を備えるよう努めること。
⑷�　毎月１回は家族防災会議を、また自治会等の集会の機会ごとに防火、防災上必要な事項
について積極的に話し合うこと。

◎　入居者は、災害が発生した場合は、次により積極的に活動しなけれはならない。

1.　火災時の措置
⑴�　火災を発見した者は、消防機関119へ通報し、速やかに非常ベル又は大声で付近の者に
火災を知らせること。
⑵　火災現場付近にいる者は、消火器具等を活用し初期消火に努めること。
⑶�　逃げ遅れ、負傷者等を発見した者は、大声で付近の者に協力を求めて人命救助、救護等
にあたること。
⑷　避難する場合は、財物衣服等に執着しないで早期に安全な場所に避難すること。
⑸　次の者は、消防署から指示された場所で消防隊の誘導及び情報の提供を行うこと。
ア　火災を発見した者
イ　逃げ遅れた者、負傷した者等の情報を把握している者
ウ　火災発生場所にかかわる居住者又は関係者
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2.　地震発生時の措置
⑴�　出火防止のため、ガスレンジ、湯沸器、ストーブ等の火気使用器具の栓の閉鎖及び避難
口確保のため出口の開放を行うこと。
⑵�　火災が発生した場合は、先に優先して消火活動を、負傷者等が発生した場合は、居住者
は協力して救護すること。
⑶�　指定避難場所への避難は防災機関の命令又は自治会の責任者の判断により統一的に全員
徒歩で避難すること。

◎　訓練及び防災教育への参加
　入居者は、市町村及び自治会が実施する訓練教育等に積極的に参加し、防火、防災思想の高揚、
人命安全上必要な知識の習得等に努めなければならない。

④　住宅の修繕

　住宅の修繕は、県が行うものと、入居者の費用で直接行っていただくものがあります。
⑴　県が修繕する範囲
　法令及び条例に基づいて行う範囲の修繕で入居者が行うべき修繕を除いた修繕の全部です。
ア　計画修繕工事
　年月の経過や住宅の立地条件などにより、自然損耗したものについて、計画的な修繕を
実施します。
イ　一般修繕工事
　　計画修繕以外の比較的小規模な修繕について行います。
（ア）�　修繕が必要なときは直接公社に連絡してください。給排水電気等緊急を要する場合は、

各入居者が公社指定修理業者（別紙）の中から選定して修理を依頼してください。
　ただし、入居者が費用を負担しなければならないものは、公社では修理しません。
直接民間業者に頼んでください。

（イ）�　公社は、故障箇所を調査し、調査の結果、県費負担については業者に発注すること
になります。

ウ　特別修繕工事
　台風、豪雨などにより建物その他の施設に損害を受けた場合には、速やかに復旧工事を
実施します。
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⑵　入居者の費用負担で修繕する範囲
　以下の各項目以外の内容においても、故意・過失又は善管注意義務違反によって生じた破損
等の修理・取替え・調整に要する費用、日常的な手入れ（簡単な手入れ、ビス・ネジ締め、油
差し、清掃等）に要する費用は入居者負担となりますのであらかじめご了承ください。また、
使用に支障のない範囲の汚損・破損・変色等については県負担での修繕は行いません。
（注1）�以下の各項目においては、通常損耗・経年変化により必要となった修繕に係る費用に

ついても入居者負担となります。
（注2）�県営住宅型式によっては、以下の設備等の一部が設置されていない場合があります。

その場合、以下による修理等の負担区分の適用はありませんので、念のため申し添え
ます。

項　目 種　　　別 内　　容 備　考

建 具

１ ガラス 取替え 網入りガラスを除く

２ 障子紙、ふすま紙 張替え

３ 敷居すべり 取替え

４ 玄関シリンダー錠 取替え

５ 塗り・吹付 塗り・吹付

６ 集合郵便受扉 取替え

畳
１ 畳表 取替え又は裏返し

２ 縁 取替え

天 井 ・ 壁
１ 塗り・吹付 塗り・吹付

２ クロス 張替え

給排水設備

１ �蛇口のパッキン、コマ 取替え シングルレバー水栓のパッキン
類（カートリッジ式）を除く

２ �手洗器、洗面器、大便器
等の陶器 取替え

３ 便座 取替え

４ �便器、雑排水管、汚水管 つまりの解消

ガ ス 設 備 ガス管 塗り

電 気 設 備
１ グローブ 取替え

２ 電球、蛍光灯 取替え LED電球、点灯管等を含む

そ の 他 その他軽微な修繕
電池、網戸の網、各種エ
アフィルター、スイッチ
ひも等の取替え

※�模様替え等にて入居者の方で設置等した設置・機器等についての修繕に要する費用は入居者負担となり
ます。
　（模様替え申請等で県にご連絡いただいた上で設置等された場合も同様です。）
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項　目 種　　　別 内　　容 備　考

集 会 所 住宅部分に準ずる

浄 化 槽 維持管理費 清掃、点検管理は一部負担

共用給排水
１ 蛇口のパッキン、コマ 取替え

２ 雑排水管 つまりの解消

外 灯 ・
共 用 灯

１ グローブ、かさ 取替え

２ 電球、蛍光灯 取替え LED電球、点灯管等を含む

樹 木 ・ 芝

１ 樹木 整枝 ５m以上の樹木を除く

２ 害虫 消毒、駆除 チャドクガ、アメリカシロヒトリ、
スズメバチ

３ 雑草 草刈り 給水施設内等を除く

屋 外
１ 排水溝 つまりの解消 清掃が困難な箇所は除く

２ 白線 引替え 有料駐車場（県営）は除く

エ レ ベ ー
タ ー

１ 維持管理費 定期点検は一部負担

２ かご床タイル 取替え

３ 内装シート 取替え

※�模様替え等にて自治会の方で設置等した設置・機器等についての修繕に要する費用は自治会負担となり
ます。

　（模様替え申請等で県にご連絡いただいた上で設置等された場合も同様です。）
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7　参　　　　考
①　県営住宅退去検査基準
　千葉県県営住宅設置管理条例（昭和35年条例第39号）第25条の規定により、知事が指定す
る者が県営住宅退去（明渡し）検査を実施する場合の基準は次のとおりとする。
検査箇所 検　査　基　準 運　　　　用

（１�）公共料金の
清算等

（１�）電気、水道、ガス等の停止手続
がなされ元栓等は閉められている
か。

（２�）電気、水道、ガス等の清算がな
されているか。

　公共料金の領収証等を確認する。

（２）畳 （１）畳表は、取り替えられているか。
（２�）畳表の規格は、動力織綿1.4kg

以上日本農林規格JAS２等（綿板
引通し）となっているか。

（３）縁：成平（鶯）とする。
※�規格外の場合はやり直しになるので
ご注意ください。

（ア�）取り替えしたときから退去す
る日まで期間が１年以内でかつ
破損していない場合は、これを
裏返しする。

（イ�）畳表の取替え又は裏返したと
きから退去する日までの期間が
３箇月以内でかつ破損していな
い場合においては、取替え又は
裏返しをしなくてもよい。

（３）襖、障子 （１�）�襖、障子は張り替えられているか。
（２�）襖紙の規格は新鳥の子となって

いるか。
（３�）襖紙、障子紙は一室ごとに同一

の柄模様を用いられているか。な
お帯有り（同一色）とする。

（４�）襖、障子の縁、組子の破損はな
いか。

　襖紙、障子紙を張り替えしたとき
から退去する日までの期間が１年以
内でかつ破損汚れ等のない場合にお
いては張り替えをしなくてもよい。

（４）壁、仕切板（１�）壁、仕切板の汚れはないか。
（２�）塗り替えてある塗料、張り替え

てある壁布は、それぞれの場所に
適合した品質及び色あいを用いら
れているか。

　壁、仕切板の汚れを清掃しても汚
れが落ちない場合は塗り替え又は張
り替えをする。
　入居者の責めに帰すべきものだけ
を対象とする。

（５）鍵 １組（３本）あるか。 　鍵を紛失したため複製したもの、
使用不能のもの等は、シリンダー錠
ごと取り替える。

（６）玄関ドア （１�）ドアスコープの破損がなく、機
能が正常か。

（２�）郵便受、牛乳受の破損がなく、
機能が正常か。

（３�）ドアの開閉具合、アオリ金具、
ストッパードアチェーンの破損が
なく、機能が正常か。
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検査箇所 検　査　基　準 運　　　　用

（７）郵便受
　　（集合）

（１�）破損がなく、機能が正常か。
（２�）清掃してあるか。

（８）ブザー 破損がなく、機能が正常か。

（９�）窓、サッシ
戸等の建具

（１�）ガラスの破損（ヒビ割れを含む）
はないか。

（２）鍵がしまるか。
（３）レールの破損はないか。
（４）戸車の破損はないか。
（５�）便所、浴室等のドアの握り部分

の著しいがたつきはないか。

（10）電気設備 （１�）スイッチ、コンセント、電灯コー
ド等の電気設備の破損はないか。

（２�）電気設備の機能は正常か。

（11）給排水設備（１�）流し、大便器、洗面器等の給水、
排水設備の破損はないか。

（２�）給、排水設備の機能が正常か。

（12）私物の撤去
　　（清掃）

（１�）�浴槽、ガス器具等をおいてないか。
（２�）模様替、増改築部分の復元はな

されているか。
（３�）テレビアンテナは取りはずして

あるか。
（４�）清掃はなされているか。

（13）庭 （１）庭の穴は埋め戻してあるか。
（２）庭は清掃してあるか。
（３）生垣は手入れしてあるか。

（14）風呂釜等 （１�）入居者が取付けた浴槽·風呂釜
は撤去し開口部は塞いでいるか。

（２�）県が設置している浴槽・風呂釜
は残置しているか。

（15）その他 　入居者の責めに帰すべき理由により
生じた破損は県の修繕区分に属するも
のであっても、入居者が補修してある
か。
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②　千葉県県営住宅集会所（室）管理要領

　千葉県県営住宅集会所及び集会室（以下「集会所」という。）の管理については、この要領に
定めるところによる。
（使用の目的）
第�１条　集会所は入居者の相互の親睦を図り、共同の福祉の増進を図るための集会等に使用す
ることを目的とする。

（管　理）
第�２条　集会所の管理は、当該県営住宅の自治会長又は自治会長が集会所を管理すべき者とし
て指名した者（以下「管理者」という。）に委嘱して行うものとする。
２　前項の管理者はその職に就任したときをもって委嘱されたものとみなす。
（使用の範囲）
第３条　集会所を使用できる範囲は、次の各号の一つに該当するものとする。
⑴　入居者が婚礼又は葬儀の用に使用するとき。
⑵　入居者又は入居者を中心とする集会で第１条の使用の目的に反しないもの。
⑶�　入居者又は当該県営住宅の入居者で結成する団体等が主催する教養、福利厚生等の行事
の会場として使用するとき。
⑷　公共団体又は公共機関が公務のため使用するとき。
２�　県営住宅周辺に当該集会所以外に周辺住民が利用しうる適当な集会施設がない場合は、あ
らかじめ当該県営住宅の自治会と当該集会所の利用について協議することにより、入居者に
準じて周辺住民も利用できるものとする。

（使用の禁止）
第４条　管理者は、次の各号の一に該当するときは集会所の使用を承認してはならない。
⑴　団地生活の秩序又は善良なる風俗を乱す恐れがあると認めたとき。
⑵　特定の政治団体を支持し、又は反対する等の政治的活動を目的とするとき。
⑶　主として営利を目的とする催物の会場として使用するとき。
⑷　宿泊の用に供するとき（災害時等を除く。）
⑸　同一人が長時間にわたり使用するとき。
⑹　前各号に掲げるもののほか、集会所の使用目的に反する恐れがあるとき。

（使用手続等）
第�５条　集会所を使用しようとする者は、あらかじめ集会所（室）使用申込書（第１号様式）
を管理者に提出し、その承認を得なければならない。
２�　管理者は、使用の申込みが第３条各号に適合している場合は速やかに集会所（室）使用承
認書（第２号様式）を申込者に交付し承認しなければならない。
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（使用者の心得）
第�６条　集会所を使用する者は、常に善良なる注意をはらうと共に次の各号に掲げる事項を厳
守のうえ使用し、使用後は管理者の確認を受けなければならない。
⑴　保安上又は衛生上有害又は危険なものを持ち込まないこと。
⑵�　火災等の事故発生防止のため火気を使用する場合又は火災の発生する恐れのある器具の
取扱及び使用に関し必要な注意を払うこと。
⑶　使用後の清掃、整とんを行うこと。
⑷　使用後は施錠を行い盗難等の予防に万全を期し、鍵は必ず管理者に返還すること。
⑸　備品器具その他の物品を滅失又はき損しないこと。
⑹　上記の他、近隣の者に騒音の発生その他迷惑をかける行為をしないこと。

附　　則
１.　この要領は昭和57年８月１日から施行する。
２.　千葉県県営住宅集会所（室）管理要領（昭和44年４月１日施行）については廃止する。
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③　電気・水道・ガス・各供給業者一覧表� （令和６年４月現在）

市町村名 電気（東京電力の場合） 水　道 ガ　ス

あ

旭
　
　
市

旭

東京電力エナジーパートナー カスタマーセンター千葉
0120－995－001

旭市　水道課
0479－63－8881

総武ガス
0479－63－1000

飯岡 旭市　飯岡支所
0479－57－3117

LPガス会社海上後草 井戸水

干潟 旭市　干潟支所
0479－68－1074

我孫子市 東京電力エナジーパートナー カスタマーセンター千葉
0120－995－001

我孫子市　水道局
04－7184－0116

東日本ガス
04－7182－4175

我孫子日秀は、LPガス会社

い いすみ市 東京電力エナジーパートナー カスタマーセンター千葉
0120－995－001

いすみ市　水道課
0470－62－1384 LPガス会社

市川市 東京電力エナジーパートナー カスタマーセンター千葉
0120－995－001

千葉県企業局県水お客様センター
0570－001245

京葉瓦斯　お客さまコールセンター
047－361－0211

一宮町 東京電力エナジーパートナー カスタマーセンター千葉
0120－995－001

長生郡市広域市町村圏組合水道部
0475－23－9482

大多喜ガス　茂原サービスセンター
0475－24－6151

市原市 東京電力エナジーパートナー カスタマーセンター千葉
0120－995－001

千葉県企業局県水お客様センター
0570－001245

大多喜ガス　市原サービスセンター
0436－24－1221

う 浦安市 東京電力エナジーパートナー カスタマーセンター千葉
0120－995－001

千葉県企業局県水お客様センター
0570－001245

京葉瓦斯　お客さまコールセンター
047－361－0211

か 柏市 東京電力エナジーパートナー カスタマーセンター千葉
0120－995－001

柏市　水道部
04－7166－2191

京葉瓦斯　お客さまコールセンター
047－361－0211

香
　
取
　
市

大戸
東京電力エナジーパートナー カスタマーセンター千葉

0120－995－001

香取市　水道部
0478－55－8383

LPガス会社

小見川 香取市　小見川水道事務所
0478－83－3361

鎌ケ谷市 東京電力エナジーパートナー カスタマーセンター千葉
0120－995－001

千葉県企業局県水お客様センター
0570－001245

京葉瓦斯　お客さまコールセンター
047－361－0211

鴨川市 東京電力エナジーパートナー カスタマーセンター千葉
0120－995－001

鴨川市　水道局
04－7093－7840 LPガス会社

き 木更津市 東京電力エナジーパートナー カスタマーセンター千葉
0120－995－001

かずさ水道広域連合企業団
0438－38－3276

開栓手続きは
0438－23－0741

東京ガス　お客様センター
0570－002211

※　修理は別紙の公社指定修理業者へお願い致します。
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　　電気・水道・ガス・各供給業者一覧表� （令和６年４月現在）

市町村名 電気（東京電力の場合） 水　道 ガ　ス

き

君
　
津
　
市

北子安
杢師

杢師第二

東京電力エナジーパートナー カスタマーセンター千葉
0120－995－001

かずさ水道広域連合企業団
0438－38－3276

開栓手続きは
0439－57－0076

東京ガス　お客様センター
0570－002211

君津島崎

LPガス会社

久留里

さ 佐倉市 東京電力エナジーパートナー カスタマーセンター千葉
0120－995－001

佐倉市　水道部
043－485－1191

開栓手続きは　第一環境
043－486－1555

東京ガス　お客様センター
0570－002211

し 酒々井町 東京電力エナジーパートナー カスタマーセンター千葉
0120－995－001

酒々井町　水道課
043－496－7725

東京ガス　お客様センター
0570－002211

芝山町 東京電力エナジーパートナー カスタマーセンター千葉
0120－995－001

芝山町振興公社
0479－77－2030

東京ガスエネルギー㈱
043－382－5300

白子町 東京電力エナジーパートナー カスタマーセンター千葉
0120－995－001

長生郡市広域市町村圏組合水道部
0475－23－9482

白子町ガス事業部
0475－33－3530

白井市 東京電力エナジーパートナー カスタマーセンター千葉
0120－995－001

千葉県企業局県水お客様センター
0570－001245

京葉瓦斯　お客さまコールセンター
047－361－0211

そ 匝瑳市 東京電力エナジーパートナー カスタマーセンター千葉
0120－995－001

八匝水道企業団
0479－73－3171 LPガス会社

袖ケ浦市 東京電力エナジーパートナー カスタマーセンター千葉
0120－995－001

かずさ水道広域連合企業団
0438－38－3276

開栓手続きは
0438－60－1488

東京ガス　お客様センター
0570－002211

ち

千葉市 東京電力エナジーパートナー カスタマーセンター千葉
0120－995－001

千葉県企業局県水お客様センター
0570－001245

東京ガス　お客様センター
0570－002211

生実は、
大多喜ガス　千葉サービスセンター

043－291－1143

銚子市 東京電力エナジーパートナー カスタマーセンター千葉
0120－995－001

銚子市　水道局
0479－22－8811

開栓手続きは
0479－30－3131

銚子簡易ガス事業協同組合
0479－23－5711

豊里は、LPガス会社

と 東金市 東京電力エナジーパートナー カスタマーセンター千葉
0120－995－001

山武郡市広域水道企業団
0475－55－7853
お客様センター

0475－50－4132

東金市　ガス課
0475－52－2408

開栓手続きは
0475－55－3800

※　修理は別紙の公社指定修理業者へお願い致します。
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　　電気・水道・ガス・各供給業者一覧表� （令和６年４月現在）

市町村名 電気（東京電力の場合） 水　道 ガ　ス

な 流山市 東京電力エナジーパートナー カスタマーセンター千葉
0120－995－001

流山市　水道局お客様センター
04－7159－5311

京和ガス
04－7155－1500

習志野市 東京電力エナジーパートナー カスタマーセンター千葉
0120－995－001

習志野市　企業局
047－475－3321 習志野市　企業局

047－475－3321
習志野ガス大久保センター

047－474－1426香澄は千葉県企業局県水お客様センター
0570－001245

成
　
田
　
市

成田第一
～ 第六

東京電力エナジーパートナー カスタマーセンター千葉
0120－995－001

千葉県企業局県水お客様センター
0570－001245

東京ガス　お客様センター
0570－002211

三里塚
成田市水道部

0476－22－0269
開栓手続きは

0476－22－8880

の 野田市 東京電力エナジーパートナー カスタマーセンター千葉
0120－995－001

野田市水道部　お客様センター
04－7122－5959

野田ガス
04－7125－0101

ふ 富津市 東京電力エナジーパートナー カスタマーセンター千葉
0120－995－001

かずさ水道広域連合企業団
0438－38－3276

開栓手続きは
0439－66－1111

LPガス会社

船橋市 東京電力エナジーパートナー カスタマーセンター千葉
0120－995－001

千葉県企業局県水お客様センター
0570－001245

京葉瓦斯　お客さまコールセンター
047－361－0211

ま 松戸市 東京電力エナジーパートナー カスタマーセンター千葉
0120－995－001

千葉県企業局県水お客様センター
0570－001245

京葉瓦斯　お客さまコールセンター
047－361－0211

も 茂原市 東京電力エナジーパートナー カスタマーセンター千葉
0120－995－001

長生郡市広域市町村圏組合水道部
0475－23－9482

大多喜ガス茂原サービスセンター
0475－24－6151

や 八街市 東京電力エナジーパートナー カスタマーセンター千葉
0120－995－001

八街市水道課
043－443－0677

開栓手続きは
043－443－5595

LPガス会社

よ
横
芝
光
町

光

東京電力エナジーパートナー カスタマーセンター千葉
0120－995－001

八匝水道企業団
0479－73－3171

LPガス会社
横芝大島
横芝栗山

山武郡市広域水道企業団
0475－55－7853
お客様センター

0475－50－4132

四
街
道
市

四街道
東京電力エナジーパートナー カスタマーセンター千葉

0120－995－001

四街道市建設水道部
043－421－3333

開栓手続きは
043－433－1414

東京ガス　お客様センター
0570－002211

四街道栗山 LPガス会社

※　修理は別紙の公社指定修理業者へお願い致します。
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④　引越時の各種届出

入居者が引越しの際、市役所、町役場で手続していただくのに必要となる書類

　・転 入 届　………　印鑑·転出証明書・国民健康保険証・国民年金手帳　他

　・転 出 届　………　印鑑・国民健康保険証　他

　・転 居 届（同一市内異動）………　印鑑・国民健康保険証　他

　・国民健康保険の資格取得・喪失届　………　印鑑・国民健康保険証・離職証明書

　・国民年金　………　印鑑・国民年金手帳
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8　各種様式一覧
１．入居について（連絡）……………………（提出書類１）… …… 49P

２．県営住宅入居報告書……………………（提出書類２）… …… 50P

３．住宅諸施設点検確認書…………………（提出書類３）… …… 51P

４．県営住宅同居者異動届………………………………………… 52P

５．改姓届…………………………………………………………… 53P

６．県営住宅使用中断届…………………………………………… 54P

７．県営住宅模様替（増築）承認申請書………………………… 55P

８．玄関扉補助錠設置承認願……………………………………… 56P

９．県営住宅居住承継承認申請書………………………………… 57P

10．県営住宅同居承認申請書………………………………………… 58P

11．駐車場使用申込書（有料駐車場用）…………………………… 59P

12．駐車場使用返還届………………………………………………… 60P

13．駐車場使用変更届………………………………………………… 61P

14．口座振替取消届…………………………………………………… 62P

15．県営住宅家賃減免申請書………………………………………… 63P

16．県営住宅退去届…………………………………………………… 64P

17．退去について（連絡）…………………………………………… 65P



★　本書は、引越と同時に入居者自らが所定事項を記入のうえ自治会長に
　直接提出してください。
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入居年月日　　　年　　　月　　　日
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（公社記入欄）
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年　　月　　日

自 治 会 長 様

入居者氏名	

退去について（連絡）

下記のとおり退去しますので連絡いたします。

記

住宅番号 　　　　棟　　　　　　号室

退 去 日 　　年　　　　月　　　　日

駐 車 場 有・無 区画番号

★	退去の際に、入居者自らが所定事項を記入のうえ自治会長に直接提出して
ください。
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住宅の管理・修繕等についてのお尋ねは、次のところへ

千葉県住宅供給公社　県営住宅管理部
〒260-0016　千葉市中央区栄町１番16号（２階）

管理課
各種手続・相談については… …………………………… 043-222-9182

募集課
住宅のお申込み・入居時の手続については… ………… 043-222-9200

工務課
住宅及び設備等の修理・引越し（退去）については… … 043-222-9711

滞納対策課
家賃・駐車場使用料の支払については… ……………… 043-222-9187

県営住宅管理部所在地案内図



“次の事項に注意しましょう”

＊県営住宅を大切に使いましょう。

＊近所の方に迷惑をかけないようにしましょう。

＊火災に気をつけましょう。

＊水を階下にこぼさないようにしましょう。

＊ガス器具の取扱いに注意しましょう。

＊騒音をださないようにしましょう。

千 葉 県 県 土 整 備 部 都 市 整 備 局 住 宅 課
千 葉 県 住 宅 供 給 公 社

令和６年６月


